
27

　私はコミュニティビジネスとして、相武台団
地商店街ひばりカフェというカフェをやりなが
ら、地域住民の交流を目的とした活動をしてい
ます。相模原市も広く相武台がどこにあるのか
ご存じないかもしれませんが、この地域以外か
ら学校に来ている方は分からないかもしれませ
ん。小田急線の小田急相模原と相武台前の中間
地点にあります。この地に建ち築54年の集合住
宅です。当時にしたら超近代的な低層階のマン
ションといわれていました。
　まず自己紹介させていただきます。東京生ま
れ、相模原育ち、小学校１年生のときに東京
の四谷から相模原に越してきました。私が相模
原に越してきたときは、多摩川を越え山が見え
て川を見たときにびっくりしました。生まれて
この方、川も山も見たことなかったので、多
摩川を越えたときに、田舎に来たんだと子供心
に思ったものでした。子どもの頃は森を駆け巡
り、緑の多いのどかな相模原でのびのび育ちま
した。趣味はゴルフ、30歳ぐらいのときから始
めているので、そこそこ年数は、経っています。
最近息子とゴルフに行くことがあり暫くぶりの
私と月に数回行く息子と同じスコアでラウンド
してきました。息子が大変ショックを受けてお
りまして。そんなゴルフが趣味の佐竹でござい
ます。
　私は、2015年、相武台団地商店街の一角に、
ひばりカフェという、コミュニティカフェを
オープンしました。来月で丸６年になります。
相武台団地は、高度経済成長期、皆さんのお父
さん、お母さんがまだ生まれていたか生まれて

ないかぐらいだと思うんですが、高度成長期
は、前半期が1955年から1964年、後半の高度成
長期というのは1966年から1972年のことを後半
期というらしいです。その高度成長期の後半の
1967年の第１期工事から始まって、当時は、総
棟数446棟、４階建てで、当時7,000人から8,000
人、そこに住んでいたといわれております。大
変、環境はいいところです。小学校は、相武台
団地を取り囲むように４校ありました。幼稚
園もありました。商店街も、その団地を囲むよ
うに、小さい商店街やスーパーがたくさんあり
大変にぎやかな暮らしやすい団地でありまし
た。
　私は、もう皆さんの年には結婚していまし
て、長男を19歳のときに産みました。子どもが
子どもを産んだと言われたので、一生懸命子育
てにも頑張りました。そしてそんな私が、なぜ
この相武台団地に思い入れがあるかというと、
その頃はにぎやかで、素晴らしい、あそこはお
金持ちが住むところなんだよ、なんていうこと
をいわれていた所が、私の子育ての場所だった
んですね。大変、環境もよく緑も多く、安全で、
子どもたちが遊ぶには、最適な場所でした。若
いお母さんの声が聞こえ、自転車で飛び回る子
どもたちの姿が今も頭に浮かぶような、そんな
想い入れのある場所でした。その子育てが一段
落したところで、私は、相武台にあります、ア
メリカの陸軍の本拠地であります在日米陸軍
キャンプ座間内にある会計事務所で、25年勤務
いたしました。
　その間というのは、もう子育てが一段落し
て、小さい子どもたちが少し大きくなった頃で
すので、あんまり相武台団地の商店街とは、ご
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縁がありませんでした。ですが、長い間勤め
て気が付けば定年まであと何年かな？という
頃に定年退職後の第２の人生について真剣に
考え始めました。色々模索してる中で自分は何
ができるんだろうかと考えたときに、自分が大
好きなお料理で、おもてなしが好きだった自分
に気が付きました。それからコーヒーが大好き
だったので、いつかカフェみたいなのをやりた
いなって、そんな思いが、頭をよぎる様になり
時間を見つけては、ケーキを作りにレッスンに
行ったり、パン教室に通ったりと、仕事しなが
ら、経験を積みました。
　その頃から自分の親の介護が始まり大体50代
から60代ぐらいになると、親の介護が始まるん
ですね。子育てが終わって一段落し、さて、こ
れから自分の時間かなと思う頃には親の介護が
始まり女性の役割は大変だなと思いました。自
分の母親を見送り、やっとこれで自分の時間が
持てる、よし、これで自分の好きなことができ
るなと思い始めてカフェ開業の準備を着々と進
めていくと、今度は主人の親の介護があり、い
ろいろ準備していたことも、ままならなくなり
カフェ開業の準備は立ち消えとなりました。そ
の後義母も旅立ち今度は、主人の看病もするこ
とになり、主人を２年間看病して主人を見送
ることになってしまいました。自分の親、主人
の親、主人まで見送り途方にくれました。そし
て、2015年は私の激動の１年間になりました。
2015年５月には主人が亡くなり、神奈川県住宅
供給公社が、このシャッターの閉まった商店
街をもう１度再生に向けて始めたグリーンラ
ウンジ・プロジェクトが立ち上がりその公募に
エントリーしました。エントリーしたのは、先
ほども言ったように、親の介護も全てが終わっ
て、ぽっかり穴が開いたような状態ではあった
んですが、でも退職してからこのまま何もしな
いでいいんだろうか？息子からも、お母さん何
かしたほうがいいんじゃないの、家でこのまま
何もしないでいるのはよくないよ、ということ
を言われまして、そうだなって、まだまだ何か

できるかもしれなと思ったのが理由です。当時
私は64歳でした。その年のグリーンラウンジ・
プロジェクトの公募に受かり、12月15日に、ひ
ばりカフェをオープンに漕ぎつけました。

この団地、商店街の広場の真ん中には、樹
齢60年以上のの立派なけやきの樹があるんです
ね。そのけやきの木は、春先には新緑が青々と
茂り、夏にはその新緑の青々とした葉で木陰が
でき、秋には欅が紅葉しての落ち葉の絨毯にな
り美しいこの広場が、とても大好きで、この場
所でカフェをやりたいと思いました。
　そもそも、私が、なんでカフェをやりたく
なったかっていうのは、ただ親の介護が終わっ
て、自分の時間ができたからカフェをやりた
かったわけではないんですね。私がこのカフェ
を始める一番の動機というのは、公募が始まる
ずっと前ですけれども、私はこの広場に時々は
買い物に来たり、お散歩に来たりとすることが
ありました。そのときに、秋の夕暮れ時、広
場のベンチで１人座ってるお年寄りの後ろ姿、
ペットボトルを持って何するわけでもなくずっ
とそのベンチで座っている、お年寄りの後ろの
姿を見たときに、はっと思ったんですね。その
人は何もすることなくて、そのベンチに座っ
てるわけですね。この団地ができた、高度成長
期、そのとき働き盛りの年代の人たちが高齢者
となって、今この団地に住む高齢者の人、70後
半、80、90代です。その日本の高度成長期、こ
の団地ができ始めたときに、ものすごく頑張っ
て日本の経済を支えてくれた年代の人たちが、
今、高齢者となり何もすることもなくなって、
こんなにさみしい思いしてるんだ、というのを
感じました。微動だにせず物思いにふけってい
る、その後ろ姿を見たときに、私はものすごく
ショックを受けました。そのお年寄りは、もし
かしたら全然そんな気持ちはなかったかもしれ
ない、ただそこに疲れたから座ってただけかも
しれないけれども、私はそういうふうに感じた
んです。
　そのときに、ここに、こういう人たちが集え
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る場所があるといいなと思いました。自分が住
むご近所にお茶を飲む場所、おしゃべりする場
所、そういう喫茶店というお店が、昔は町中に
いっぱいあったけど、現在はそんな居場所もな
くなっていました、高齢者の行き場が無いと感
じ、その時の光景が一番の動機となって、この
場所がまさしく最適だと感じ、この場所を選び
ひばりカフェをオープンする決意をしたところ
です。

カフェの他には２階ではカルチャー教室も
並行して開催しております。２階のスペースを
利用して、散歩コースで行けるような場所に、
いろんな文化を学べるところをつくりたいなと
思いまして、カルチャースクール、英会話、水
彩画、粘土クラフト、フラワーアレンジメント、
アクセサリ―制作、パソコン教室等多岐にわた
り開催してまいりました。

何年か前から、カフェでゆうぐれダイニング
という取り組みも始めました。昔はみんな、家
族団欒でお食事してましたが子供の成長と共
に、夫婦だけの生活になり食事も昔の様な家族
団らんとはかけ離れたものとなり、現在では高
齢者の方たちは、ほとんどが子どもたちは巣
立って、夫婦二人暮らし、もしくは、ご主人が
施設に入りました、奥さんが亡くなったなどの
理由で、一人暮らしの人が多い中。その人たち
が毎日１人でぽつんと、ご飯を食べる話を聞
いてだんだん自分が年取ってきて、１人で食
べるんじゃなくて、みんなとおしゃべりしなが
らご飯を食べられたら良いなという思いがあり
ました。ゆうぐれダイニングでは、私が作った
お料理を、みんなでテーブルを囲んで食事をし
ながら、そして、たわいないおしゃべりをしま
す。もう、それでアハハ、オホホと笑って、そ
の会話をすることがとても大事。そして、私が
作ったお料理に、何もしないで座ってていいか
ら、一緒にご飯食べようという、取り組みです。
この間は大船渡からサンマが届いて、そのサン
マを炭で焼きながら、ゆうぐれダイニングをし
たところです。

　その他、欲張って、あれもこれもと、ちょっ
と考え過ぎたところもあるんですが、定期的
に毎月いろんなライブをやっています。シン
ガー・ソングライターの人だったり、プロの人
も来たり、クラシックの人もいたり、ジャズの
人もいたりって、いろんなジャンルの人を、お
招きしてのライブ活動です。これも、なかなか
生の演奏、生の歌を聞くチャンスがない、もう
高齢になると遠くまで行けないので、近場で皆
さんが楽しんでいただけるようなライブ活動も
してまいりました。今月も、あります。来月も、
クリスマスライブが控えています。

その中で、この商店街で私がカフェを開くに
あたって、公募に受かったのは、ただ「カフェ
をやりたいです」、それで受かったわけではあ
りません。この応募条件の中に、この相武台団
地商店街を街づくりとして、どのように、自分
が行動、活動ができますか、ということが、一
つの課題としてありました。自分なりのやり方
でいいんだけれども、この街づくりのために、
どのような貢献が出来るのだろうかと試行錯誤
の日々でした。たくさんの人にご協力いただき
ながらやってきました。
　その中でも二大イベントがあり、代表的なの
が、春にやる「ハワイアンフェスタ」です。一
日、朝から夕方までフラダンサーの人に踊って
いただき、演奏していただき、一日フラに浸っ
ていただく。そして、いろんなワークショップ
があったり、食べ物ブースがあったりというこ
とで、本当に何百人というお客さんが来ていた
だいて、フラのチームも、いろんなところから
集まっていただいたりという大きなイベントも
させていただきました。秋は、二大イベントの
もう一つ、「秋楽祭」です。やはりいろんなワー
クショップがあったり、歌とか踊りとかさまざ
まなパフォーマンスの方、バルーンアートとい
う風船でアートしてくれる方だったりとか、と
にかく、いろんな方にご協力いただいて、この
二大イベントをやってまいりました。

しかし今コロナで2020年、2021年とこのイベ
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ントはなくなりました。本当に残念ながら、み
んな、地域の皆さま楽しみにしてくれている、
こんなイベントが全くできない状況ですが、今
年は、今の３年生が相武台商店街に少しずつ
実習として入っていただいています。今年は実
習生11人ですね。この商店街の一角の場所を借
りて、こども食堂を月に１回やっているんで
すが、その子どもたちに、夏休みの学習支援、
夏休み宿題を一緒にやろうということで、チラ
シを作り、子どもたちに声を掛けて学習支援を
しました。しかしながら、コロナ禍により実習
が始まって半分ぐらいのところで、とうとう子
どもからコロナ患者が出てしまいました。それ
で学生さんたちも遠くから来ているので、万が
一のことあったらいけないということで、学習
支援も志半ば、中途半端な形で終わってしまい
ました。本当に、もうこれで何にもできないの
かなと思っていたところ、緊急事態宣言も解除
になり、この10月、11月、12月。また実習生に
大変ご協力いただいております。

子ども食堂を初めて５年以上の歳月が経ち
ましたが、ボランテイアも20名近くの方々が協
力して、月１回ではありますが、80食ほどのお
弁当や、食材の配布など行っております。
５年間の間にはフードバンクさん、地元農家
さん、卵屋さん、お肉屋さん、企業様からの
食材の支援を頂いております。地域に住む人た
ちが貧困や、子育ての悩み、様々な苦労をされ
てる人達に寄り添える想いを持ったボランテイ
ア仲間によって継続することが出来ています。

その他には、相模原市産業振興財団というと
ころが毎年行っている、起業したい人、この相
模原でいろんなことをやりたいと思っている人
たちが受ける、地域プロデューサー養成講座と
いう無料の講座があります。毎年その講座に出
た人は現地を見るということで、講座参加者
は、うちのお店に来ていただいて、周りを見て
いただいたり店を見ていただいたり、それから
私の話をちょっとだけ聞いていただいたりとい
うようなこともさせていただいたりしていま

す。その講座にちょっと出させていただいたこ
とが、私が、青学のコミュニティ人間科学部と
のご縁につながったと思っています。

それから「100人カイギ」って皆さん、聞い
たことありますかね。何年か前に港区から始
まった100人カイギというのがあります。それ
は今、相模原でも２年前、発起人がいて始ま
りました。その第１号で私も100人カイギに出
させていただいたんですが、100人カイギとい
うのは、地域の面白いことをやっている人、そ
ういう人たちを探す、発掘して、そういう人
たちをつないでいこうということで、毎回５
人の登壇者がお話をします。登壇者が100人に
なったら、その会議は解散します。解散するこ
とで、100人になるまでに、その登壇者の人た
ちの横のつながりができたりとか、また、それ
を見に来た人、聞きに来た人たちが、いろんな
つながりができて、大きな地域とのつながりが
できるというのが100人カイギになります。今、
この神奈川県でも東京都でも横浜のほうでも、
100人カイギの発起人がどんどん広がっていま
す。そんなところにも出させていただいたこと
もありまして、今や相模原で、いろんな方とつ
ながることができました。
　ひばりカフェのモットーは、カフェで何がで
きるのかなって考えたときに、私の中では一
番身近なところで、お客さまにおいしいコー
ヒー、おいしいお料理を提供し、来ていただい
たお客さまとコミュニケーションを取る、楽し
い会話をする、ということです。その会話は
とっても大事なんですね。先ほども話したよう
に、この高齢者の住む団地では１日誰とも話
をしたことがなかった、テレビ相手にうなずい
ているだけ、そんな生活をしている人がたくさ
んいます。先ほど言った、今、相武台の団地で
住んでいる人口は、現在で団地の中だけで昔は
7,000～8,000人いましたが、今や4,000人ちょっ
とぐらいです。それも独居老人が多いです。２
人で暮らしていても、デイサービスに通ってい
ます、施設に入っちゃいました、出たり入った
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りですとか、入院しちゃいました、そんなよう
な家庭ばかりです。１割、２割が、もうちょっ
と若い70代とか60代ぐらいの世代ですかね。若
い、小さいお子さんがいるご家庭は、ほんの少
しです。そんな状況の中で、やはり誰とも話を
しなかった、商店街に出てきて買い物をして、
ちょっと八百屋さんの奥さんと話したぐらい、
ちょっと、ひばりカフェの佐竹さんと話したぐ
らい、そのぐらいの会話しかないんですね。だ
から、今、会話がとても大事だなということを、
つくづく感じています。

あとは、私がこのお店を2015年にオープンし
たときは、商店街12店舗あるんですが、その中
の４店舗しか、もう開いてなくて、あとは全
部シャッター、歯の抜けた何かみたいな、そん
なさみしい商店街でした。その商店街の中で、
何とか頑張っていくには仲間が欲しいなという
ことで、やはり空いている店舗にいろんな方が
入ってほしいということで、その誘致活動も頑
張って、いろんな方にお声掛けさせていただい
ていました。

その後、いろんなメディアなんかでも取り上
げられるようになりました。地域の少子高齢化
といわれ、こういう団地の商店街や小さな町で
は、どんどん小売業が店を閉めています。その
店を閉める理由は、後継者がいないということ
ももちろんですけれども、やはり大型店舗の、
車で行けば１週間に１度、買い物に行けば用
が足りるようなヨーカ堂さんやイオンさんや、
エイヴイさんだとかコストコさんだとかいう、
いろんな大手の、大きな倉庫のようなお店がど
んどんできているので、本当に小さなお店は閉
めざるを得ないというのが現状です。

私の今後の店づくりとしても、この商店街12
店舗のうち空いている店舗数は、今もう２店
舗しかありません。もうそれだけ入ったという
ことですね。この何年か、私がここに来て６
年の間にオープンしたお店がふえました。それ
が今や残り２店舗となって、この11月から２
店舗のうちの１店舗が公募になりましたので、

またきっと仲間が入ってきてくれると信じて期
待しているところです。

今後の団地の商店街で、どんなふうなことを
していこうかなということの中には、野外シア
ターや音楽会、トークショーみたいなことも当
時は考えました。でも今、私が力を入れている
のは、先ほども紹介させていただいたように、
こども食堂です。見えない貧困といって、学校
で食べる給食が唯一のご飯という子もいるとい
われています。本当にそうなのかと思うかもし
れませんが、それから年金生活者が多いことも
そうだし、親御さんが生活保護を受けていると
いう、ご家庭も少なくないです。コロナ禍でも
あるので、そういう家庭も増えたということは
事実です。
　皆さん、まだ学生で、大学に入っても、コロ
ナで大した勉強もできないような１年を過ご
してしまい、まだ本格的に、この学部に入っ
て、志っていっても、なかなか難しいかもしれ
ません。でも、再来年から実習に入ると思うの
で、ここにいらっしゃる学生さんの中でも、も
しかしたら何人かが、うちのひばりカフェに来
ていただけるようなことになるかと思います。
今、学生さんたちに言えることは、自分が何を
したいのか、どんな目標を持って、この学部に
入って将来的に何をしたいのかなって、ぼんや
りでもいいので自分なりの目標を持って進んで
いっていただきたいな、と思っています。まず
は学校を卒業すること、そして、今、就職難で
もあるから、大学を出たからっていって、ちゃ
んと就職できるかどうかも分かりません。のほ
ほんとした気持ちでいても駄目かなとも思いま
すが、今後、自分たちが将来的に、社会に出た
ときに、どういう方向性で行きたいかというこ
とは頭の隅に置いて、心の中でしっかりと構築
していっていただいたほうがいいかな、という
ふうに思っています。
　あとは、ずっと継続して思っていることは、
地域の笑顔を増やしましょう、ということで
す。お年寄りがやっぱり楽しく過ごせる場所終
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の棲家であり、子どもたちの笑顔が見られる場
所であって、そして子どもたちを見守っていく
私たちでありたいな、ということを考えていま
す。そして、お年寄りも今、人生100年ってい
われている時代ですので、やっぱり生涯現役
で自立した高齢者になっていかないといけない
なって思っています。

色々と６年間のこんなことをやっていたお
かげで青学の皆さんとお話しする機会ができた
り、皆さんが実習に来ていただけるような機会
をいただけました。とても感謝しております。
最初にカフェをオープンしたときは予想もし
ていませんでしたが、思いがけない展開になっ
て、今こうやって実習の学生さんたちを受け入

れさせていただくような、そんなひばりカフェ
になったかな、というふうに感じております。

今後の目標としては、子どもの成長を地域で
見守ったり、私と同じような志を持った仲間
と、また、この地域を盛り上げて、そしてこの
コミュニティをどんどん広げていきたいと思っ
ています。お年寄りを見守りながら、この地域
でしっかりと学生さんたちとも協力し合って、
学生さんたちが思う地域のコミュニティってど
んなことなんだろうって、若い人の目線で見て
いただいて、どんなふうになったらコミュニ
ティっていいのかな、みたいなことを、共に学
んでいきたいと思っています。


